
治療管理における ITの役割
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　近年，情報通信インフラや携帯端末の普及，モバ
イルアプリの開発といった技術的進歩に伴い，慢
性 疾 患 の 自 己 管 理 支 援 に 情 報 技 術（information 
technology；IT）を活用する試みが世界中ではじまっ
ている。精神科領域でも統合失調症をはじめ慢性疾患
は多く，維持期の治療管理が重要である。病状の継続
的なモニタリングや適切なタイミングでの早期介入，
セルフマネージメントといった特徴をもつITを用い
た統合失調症の再発予防プログラムの実例をもとに，
治療管理におけるITの役割について紹介する。

統合失調症に対する情報技術を用いた再発予防
プログラム（ITAREPS）1

　すでに欧州ではinformation technology aided relapse 
prevention programme in schizophrenia（ITAREPS）

と呼ばれる統合失調症に対する情報技術を用いた再発
予防プログラムが実際に運用され，その有効性が報告
されている１）。この再発予防プログラムは，チェコ共
和国プラハ精神医学センターのSpanielにより非営利
の学術プロジェクトとして開発され，携帯電話の電子
メール機能とサーバコンピュータを用いて再発兆候の
検出と早期の薬物的介入を行うものである。実際には，
サーバコンピュータが患者の携帯電話に10項目の質
問を週１回自動配信し（表１），患者から得られた回
答をコンピュータが自動解析し，再発の兆候が検出さ
れた場合には定期薬の抗精神病薬量が一時的に20％
分増量される仕組みとなっている（図１）。Spanielら
は，この再発予防プログラムの効果として，プログラ
ム導入前後の入院数は77％減少し，延べ入院日数は
58％減少したとの高い効果を報告した２）。ただし，利
用者により質問への返信率に差があり，返信率が低い
患者群では再入院が多いとの結果であった。ITを用
いることで作業が自動化され，通常診療では難しい
短い間隔での病状観察が可能になっているが，一方

近年，技術的進歩に伴い，慢性疾患の自己管理支援に情報技術（IT）を活用する試みがはじまっている。精神科領
域でも慢性疾患は多く，維持期の治療管理が重要である。治療管理におけるITの役割として，病状モニタリングと
早期介入の促進，セルフマネージメントの促進，情報共有の促進といった役割が挙げられる。

■統合失調症　■情報技術　■再発予防　■インターネット　■訪問看護Key Word

はじめに

小松 英樹 千葉大学医学部附属病院精神神経科助教

Psychiatric Lecture

34 精神科臨床	 │Vol.2 No.4 （198） SAMPLE
Copyright(c) Medical Review Co.,Ltd.


